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疫組織染色法､遺伝子増幅は第 17典色体セン トロメアプローブを併用 したFISH法によるコ
ピー数測定で行なった｡これらの結果､HER皇/Neu蛋白発現は34%が陽性を示 したが,生
存期間-の影響は認められなかった｡一方､HER2/Neu遺伝子増幅陽性例 (50%)では生
存期間の短縮傾向が認められ,多変量解析では独立した予後不良因子として同定することがで
きた｡このように､HER2/Neu遺伝子増幅陽性の局所進展型非小細胞肺癌症例は,標準的治
療が行なわれても予後不良であり,治療法の再検討が必要であることが示された｡
以上のように､本研究は局所進展型非小細胞肺癌の予後にHER2/Neu遺伝子増幅が関連 し
てお り､対象例の組織解析によって,予後の判定が可能であることを明らかにしたもので､意
義ある研究成果と認めた｡､
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
